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大学内の反アジア系ヘイトスピーチに対する 

オクシデンタル大学の不十分な対応について 

 

全米日系人博物館（JANM）は、学生のアジア系に対するヘイトスピーチをめぐり、

オクシデンタル大学の対応が極めて不十分であったことに重大な懸念を抱いていま

す。同大のある学生は 2020 年末、クラスメイトに「アジア系は全員死ぬべき」

「地球上の全ての人間のうち、アジア系が最もイラつく」「パンデミックの責任は

彼らにあるのから死ぬべき」といったテキストメッセージを送信しました。大学関

係者は 2021 年 10 月または 11 月にこの件に関し警告を受けましたが、2022 年 2 月

2 日にこれらのテキストメッセージがソーシャルメディアに投稿されるまで行動を

起こしませんでした。翌日、オクシデンタル大学のハリー・J・エラム・ジュニア

学長は、それらのテキストメッセージを初めて見たのは 2 月 2 日であり、私的な表

現の自由を守る法律があるため、同大が学生を罰するはできないと同大の学生に向

けて話しました。 

 

オクシデンタル大学の対応は、人種的公平性を軽視し、学生の安全を放棄し、アジ

ア系移民は致命的な感染症を体に宿しておりこの国を脅かしているといったレイシ

スト的な態度を強化するものです。「社会で重要な立場にいる人間が、反アジア系

のレトリックを放置し、正しい行動を取らずに沈黙を貫くと、さらに重大な市民権

や人言の侵害を起こしかねません。ヘイトに対して声を上げることで、私たちは人

種、民主主義、そして米国におけるアジア系・太平洋諸島系のインクルージョンを

より可視化したいと願っています」とアン・バロウズ JANM 館長兼 CEO。 
 

      ### 

 

 

1985 年の設立より、全米日系人博物館（JANM）は日系アメリカ人の経験を共有するこ

とによって、アメリカの民族的・文化的多様性への理解と認識を深めています。ロサン

ゼルスのダウンタウン、歴史あるリトルトーキョー地区に位置する JANM は、伝統的な

博物館のカテゴリーを超えたハイブリッドな施設で、日系アメリカ人の声を伝えるとと

もに、あらゆる人が自分たちのヘリテージや文化を探求できる場を提供することを目指

しています。1992 年の一般公開以来、JANM は 70展以上の展覧会を開催し、そのうち

17 展はアメリカのスミソニアン博物館やエリス島移民博物館をはじめ、日本や南米の

主要な博物館など世界各地を巡回しました。当館についての詳細は janm.org をご覧い

ただくか、ソーシャルメディア@jamuseum でフォローしてください。 
 


